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宇宙における元素合成や、次世代の星形成に重要な役割を担う大質量星は、その莫大なエネルギー放出により、
その形成過程は謎に包まれていた。しかし、最近の理論・観測、特に電波・赤外波長帯での干渉計観測により、大
質量原始星の周囲におけるガス・ダスト円盤の存在が明らかになってきた。これにより、現在では、大質量星も
小質量星と同様に、周囲の円盤からのガス降着により形成される説が有力となっている。
そこで我々は、大質量星の形成過程に対する次なる研究ステップとして、2010年から東アジア VLBI観測網

(EAVN)を用いた 6.7 GHzメタノール・メーザーのVLBIモニター観測を開始した。本モニター観測では、固有
運動 (天球面上における運動)計測を通じて、大質量原始星周囲におけるガス・ダスト円盤の 3次元速度構造を明
らかにすることにより、円盤の回転運動やガスの降着現象、および円盤風に起因した回転膨張などのガスのダイ
ナミクスの系統的な解明を目指している。円盤外縁 100-1000 auスケールにおける固有運動は、1年間で数ミリ
秒角 (mas/yr)程度と微小であることが予想されるため、ALMAですら検出困難である。
本講演では、2013年まで 1年間隔で継続実施してきた本プロジェクトの概要、計 35天体で得られたメーザー

空間分布・形状分類 (Fujisawa et al. 2014)、およびこれまでの年会で個別に報告してきた固有運動の計測結果を、
2014年春季年会以降のデータ解析状況 (蜂須賀他、松本他による本年会講演も参照)と併せてまとめて紹介する。


